
明石市立文化博物館 企画展 

明石の布団太鼓Ⅱ 

－彫刻と刺繍に見る匠の技－ 
 

 

 

 

 

明石をはじめ播磨から淡路の祭には、布団屋根などを持つ太鼓台が広く見られます。

この太鼓台に組み込まれる狭間の彫刻や、水引幕、高覧掛などの刺繡は、名工たちが心

血を注いで作り上げたもので、高い芸術性を見出すことができます。本展では、明石市

内や淡路島などに伝わる彫刻や刺繍の数々を披露します。江戸時代から受け継がれる

匠の技をご堪能ください。 

 

 

 

 

 

 

  

プレスリリース 

太鼓台の上部の狭間
さ ま

には合戦物や神話を題材とする物語が彫刻とし

て施されています。また、水引幕や高覧掛と呼ばれる装飾には、金

糸により龍や虎などが刺繍されています。こうした懸装品にかかわ

る、木彫師、縫箔師の仕事を紹介します。 

１．太鼓台にかかわる職人の仕事 

 

◆ 本展のみどころ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 名  称 企画展 『明石の布団太鼓Ⅱ ―彫刻と刺繍に見る匠の技―』 
 

２ 会  期 2024年（令和 6年）12月 14日（土） 

～2025年（令和 7年）1月 13日（月・祝） 

※月曜休館（但し 1月 13日は開館） 
 
 

３ 開館時間 9時 30分～17時 30分（入館は 17時まで） 
 
 

４ 会  場 明石市立文化博物館 特別展示室（1階） 

明石市上ノ丸 2 丁目 13 番１号 電話：078-918-5400 

【交通案内】ＪＲ・山陽電鉄「明石」駅より北へ徒歩 5 分 
 
 

５ 主 催 者 明石市、明石市立文化博物館 
 
 

６ 協  力 明石の布団太鼓プロジェクト、だんじり彫刻研究会 

 

７ 後  援 淡路市、公益財団法人兵庫県芸術文化協会、 

公益財団法人明石文化国際創生財団 

 

東に大阪、南に淡路を望む明石は、古来より人や物が行き交う交通

の要衝でした。江戸時代には、東北と結ばれた西廻り航路、海外と

の窓口であった長崎に至る航路の寄港地として繁栄し、人や物の交

流が活発に行われました。現在、瀬戸内海沿岸地域に多様な太鼓台

が分布していることが知られますが、こうした海上交通がもたらし

た文化交流の軌跡といえます。 

２．瀬戸内海沿岸地域の太鼓台文化 

 

そもそも太鼓台とはいかなるものなのでしょうか。『日本の祭と神

賑』や『日本だんじり文化論』の著作をもち、篠笛奏者でもある森

田玲は神輿などに先んじて触れを出す「触れ太鼓」がその源流にあ

ると、歴史研究をもとに考えます。瀬戸内海沿岸の太鼓台の刺繍の

調査研究を行う尾﨑明男は、地域による形態の変化に着目し、地域

それぞれの文化的特徴を明らかにしようとします。それぞれの研究

者が考える太鼓台の魅力を紹介します。 

３．祭礼研究者による太鼓台の魅力 

 

◆ 展覧会概要 

 



８ 観 覧 料 大人 200円、大高生 150円、中学生以下無料 

※20 名以上の団体は 2 割引。 

※65 歳以上の方は半額。身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・ミライロ ID手帳提示 

 の方と介護者１名は半額。 

※シニアいきいきパスポート提示で無料。  

 

９ 主な展示資料 

  ［布団太鼓（太鼓台、神輿型屋台、布団型屋台含む）］ 

・布団太鼓／穂蓼八幡神社（明石市）、狭間（河合賢申）／曽根北之町（高砂市） 

・狭間彫刻（小松源蔵）・天井画・水引幕・布団締／松帆（淡路市） 

・狭間彫刻（開正藤）・昼提灯／(旧)石神（淡路市） 

・狭間彫刻（開正藤、開生珉）／住吉町（南あわじ市） 

・狭間彫刻（松本義廣、堤義法、釣義正、黒田正勝）／西治（神崎郡福崎町） 

・水引幕／西二見（明石市） 

・水引幕（絹常）／岩屋神社（明石市） 

・昼提灯（小泉久吉）／田井（淡路市） 

・天蓋／花卉図／松帆（淡路市） 

・高欄掛（絹常）／濱谷（明石市） 

［その他］ 

・置物（開正藤、開生珉、木下舜次郎、松田正幸）／個人 

 

10 関連事業 ※観覧券が必要です。 

① 講演会「瀬戸内の太鼓台」    

要申込（定員：80名） 

日時：令和７年 1月 5日（日）13:00～14:30 

講師：藤本 庸文氏（明石の布団太鼓プロジェクト代表） 

場所：当館 2階大会議室  

 

② 実演「河合賢申氏による彫刻」 

申込不要 

日時：令和 7年 1月 5日（日）11:00～12:00、14:30～15:30 

場所：当館 1階体験学習室 

【申込方法】 

＊講演会は 11 月 27 日（水）午前 10 時～1 月 4 日（土）午後 5 時まで当館ホームページの申込フォームより先着

順。ホームページから申込できない場合は電話でお問い合わせください。 

＊1 グループにつき 4 名様までの申込とさせていただきます。5 名以上のお申込を希望の方は、代表者名を変え、

分けてお申込いただくようお願いいたします。 

＊申込後にキャンセルや人数が減る場合は、電話またはフォームにてご連絡ください。 

＊各イベントでは、手話通訳者・要約筆記者の派遣が可能です。手話通訳・要約筆記希望の方は、ご連絡ください

（直前にお申込の場合は対応できないことがあります） 

 

■■お問合せ先■■  明石市立文化博物館    

〒673-0846 兵庫県明石市上ノ丸 2 丁目 13番 1 号  

TEL：078-918-5629   FAX：078-918-5633    展示担当学芸員：稲原・原口  

TEL：078-918-5400       FAX：078-918-5409    広報担当：中山 

                   Email: press@akashibunpaku.com 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展「明石の布団太鼓Ⅱ－彫刻と刺繍に見る匠の技－」の画像データをプレス掲載用にご用意しております。 

使用を希望される際は本書面最終頁の別紙、申込用紙にご記入のうえ FAXまたはメールで返送をお願いいたします。  

 

１． 布団太鼓天井画／花卉天井図 

 

１．布団太鼓天蓋／花卉図 

 

３．布団太鼓水引幕／龍の玉取り四ツ頭 

 

２．置物／唐獅子 

◆ 広報用画像 

 

４．濵谷地区高欄掛 

 



明石市立文化博物館 宛                                 明石市立文化博物館 画像借用申込用紙 

 

 

 

 
 

ご希望の画像番号に○をつけてご返送をお願いいたします。本展をご掲載いただける場合、 

読者・視聴者プレゼント用招待券(最大 10組 20 名様まで)もご用意しておりますので、ご連 

絡ください。 

番号 
 

必要キャプション及びクレジット 

１ 
 
布団太鼓天蓋／花卉図 

２ 
 
置物／唐獅子 

３ 
 
布団太鼓水引幕／龍の玉取り四ツ頭 

４ 
 
濵谷地区高欄掛 

 

貴社名  

媒体名 

 

 

ご担当者名  

ご住所 
〒 

 

電話番号 TEL                                   FAX 

メールアドレス 
 

                 ＠ 

URL  

掲載・放送予定日  

写真到着希望日  

招待券希望枚数 組         名分希望 

 F A X 送付先（078）918－5409  

 

 

・データの使用は、本展の紹介用のみとさせていただきます。それ以外での使用はできません。 

使用後は速やかにデータの消去をお願いします。 

・広報用画像にはクレジットを必ず記載してください。複数枚ある場合には、記事内の一カ所、作品全体にかかるように記載してください。 

・原稿の確認にはお時間を頂戴しますので、ご了承ください。 

・本展に関する記事をご掲載いただきました際には、お手数ですが、掲載誌・紙または記録媒体（DVDなど）をお送りください。 

・本展会場の取材、撮影をご希望の場合には、事前にご連絡ください。 

 

企画展 明石の布団太鼓Ⅱ  

彫刻と刺繍に見る匠の技 
 

（新聞 ・ 雑誌 ・ ミニコミ ・ TV ・ ラジオ ・ その他           ） 


